
令和５年度第１回
桑名市地域公共交通会議

令和５年９月２９日（金）午後２：００～

於：桑名市役所３階第２会議室



資料１ 報告事項
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市の公共交通の基本的な考え方
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既存公共交通と連携した市の公共交通イメージ

地域拠点

鉄
道
駅

交通不便地域

路線バス 鉄道

タクシー

コミュニティバス パーソナル
モビリティ

AIオンデマンドバス 自動運転

目的地基幹交通機関（民間交通） ラストワンマイルの輸送（市営交通）

鉄道やバス、タクシーなどの民間交通を地域公共交通の軸と位置付け、

市ではこれらを補完するため、ラストワンマイルを中心とした地域内の移動手段を提供する

主に民間交通の領域 主に市が補完すべき領域



➀三重交通バス（城南線）の一部時刻変更について

☑ 運行系統・・・起点：桑名駅前 終点：日の出橋

☑ 運行距離・・・約5.3km

☑ 運行回数・・・平日：往路10便、復路11便、土日祝：往復共に９便

路線の概要

 令和５年10月１日付けで、城南線の一部時刻を変更
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☑ 変更の経緯・・・国道1号線の慢性的な渋滞により、折り返しが間に合わないため

☑ 変更内容・・・平日、朝夕の時刻調整及び土日祝、朝の時刻調整

変更の内容

時刻表

別紙（１ー１）の通り



②コミュニティバス実績報告について
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ルート 東部 西部北 西部南 南部東・西 北部 多度 長島
長島

（デマンド）
合計 運行日数

令和元年度 26,693 22,227 20,097 17,551 26,446 8,582 10,225 96 131,917 309

令和２年度 13,986 17,369 16,411 10,636 17,271 6,345 7,974 53 90,045 308

令和3年度 15,344 18,027 16,791 11,346 17,881 5,927 8,183 59 93,558 308

令和４年度 15,606 20,016 17,779 11,197 18,158 7,446 8,514 53 98,769 308

対前年比

（令和３・４年度比較）
101.7 111.0 105.9 98.7 101.5 125.6 104.0 89.8 105.6 -



③選挙バスの実施について
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経緯

選挙における投票率向上を図る取組の一つとして、選挙をより身近に感じ気軽に投票所へ行けるよう移動支援を目的として、
期日前投票所にコミュニティバスを利用していただいた場合に運賃を無料にしている。
令和２年11月に行われた桑名市長選挙より開始し、これまでに６回実施。

実績

選挙名 投票日 利用件数

桑名市長選挙 令和２年11月29日 11件

三重県知事・県議会議員補欠選挙 令和３年９月12日 12件

衆議院議員選挙 令和３年10月31日 29件

参議院議員選挙 令和４年７月10日 18件

市議会議員選挙 令和４年11月20日 ２件

三重県議会議員選挙 令和５年４月９日 ７件



④令和４年度自動運転実証実験について（1/2）

・車種：Milee（マイリー）/ゴルフカート
・乗員：４名（試乗定員は後部座席２名）

使用車両

・自動運転レベル：レベル２
自動運転ソフトウエア「Autoware」、「高精度３次元
地図」及びLiDARを搭載することにより、周囲の物体
検出、自己位置の推定、走行経路の策定、運転判
断といった自動運転に必要となる主要な機能を搭載

自動運転機能

・ナガシマスパーランド駐車場内に設定したルート
（全長約600m）

走行ルート

令和５年３月１４日（火）～３月１５日（水）
※３月１３日に練習走行として関係者試乗を実施

実施日時
固定型配車端末を使用した乗車予約

自動運転車両、運行管制システムと連携した固
定型配車端末を使用した乗車予約を体験。
運行状況を考慮し、運行管制システムから自動
運転車両へ配車を指示する。

・９６回（うち、練習走行日１８回）

走行回数

・１７２名（うち、練習走行日３０名）
※一般市民、行政等関係者

試乗参加者数

実証実験の様子

走行ルート

実施場所

【走行ルート】
・ナガシマスパーランド駐車場「E」区画の一部
・１周の距離：約600m
・１周の所要時間：約８分
・固定型配車端末：２台設置 7



④令和４年度自動運転実証実験について（2/2）
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将来的に公共交通分野で自動運転車が導入された場合、
利用したいと思いますか「乗車前」

将来的に公共交通分野で自動運転車が導入された場合、
利用したいと思いますか「乗車後」

 実証実験の試乗参加者向けアンケートによれば、公共交通としての自動運転に対する期待は非常に高い

「利用したい」または「やや利用したい」の合計 84％ 「利用したい」または「やや利用したい」の合計 99％

将来的な運転手不足に備えつつ、利用者の期待にも応えていくため、
引き続き公共交通への自動運転導入に向けた取組を継続していく

N=126 N=121



⑤令和４年度AI活用型オンデマンドバス実証実験について（1/2）

・平日 ： 9:00～18:30、土・祝日 ： 9:00～18:00

運行時間

・コミュニティバス「西部南ルート」運行エリアの一部
（桑部小学校区の金井地区も追加）

運行エリア

・乗車１回あたり300円
（小児および障がい者100円、幼児無料）

運賃

・令和４年１２月１日（木）～令和５年３月７日（火）
（日曜日および12月29日～１月３日は運休）

実施期間

・ワンボックスカー２台／定員12名

車両／定員

・７２２名

総乗客数

・７６８名

ユーザー登録者数

・49.7％

アプリ予約率
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⑤令和４年度AI活用型オンデマンドバス実証実験について（2/2）
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 「のるーと 桑名」に対しては多くの方に満足頂いた反面、サービスに対する要望も数多く頂いているため、実施方法に修正を加えなが
らサービス内容の改善を図っていく

■オンデマンドバスに対する要望事項【抜粋】

・これから歩く事が難しくなって来た場合、もっと細かく乗る場所があってもいいのでは

・バスはもう少しわかりやすい外観にしてくれると良い

・お年寄りが予約しづらいのではないかと感じた

・車の免許証を返納した高齢者に安くなるパスポートなどが欲しい

・便利な利用方法をモデルプランとして示してはどうか

・もっと広めて欲しい。車があるからスルーしてましたがいつか運転免許証を返却した時までに便利さを知っておきたい。

・到着時間が心配なので確定した時間を案内出来るようにして欲しい。

「のるーと 桑名」の満足度

「大変満足」または「少し満足」の合計 61％

「大変不満」または「少し不満」の合計 18％

N=126



資料２ 協議事項
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令和５年度ＡＩ活用型オンデマンドバス実証実験について（1/3）

運行の概要（案）について

項目 内容

１ 運行事業者 三重交通株式会社

２ 運行の態様 デマンド型交通（道路運送法第21条に基づく）

３ 営業・運行の区域

コミュニティバス「西部南ルート」運行エリアほか
※青色：令和３年度実施エリア
橙色：令和４年度追加エリア
紫色：令和５年度追加エリア
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令和５年度ＡＩ活用型オンデマンドバス実証実験について（2/3）

項目 内容

４ 利用種別 運行区域内であればどこでも移動可能

５ 運行形態 予約のあった乗降拠点間を効率的に運行

６ 運行経路 予約に基づきシステムが自動生成した経路を運行

７ 乗降拠点設置箇所 別紙（２－１）の通り

８ 基軸経路 別紙（２－２）の通り

９ 運行車両

▪ワンボックス車両２台（車両定員11名 乗客定員（運転手除く）９名）
・需要を踏まえ、時間帯別に運行車両台数は変動予定
・車いす利用者はご自身で乗車の上、車椅子を畳んでトランクに収納する
・利用者が一般タクシーと区別できるように車体にサービス名称を表示

※車両デザインは変更の可能性あり

10 運行期間 令和６年１月15日（月）～令和６年３月23日（土）

11 運行時間

平日：9:00～18:30頃
土曜・祝日：9:00～18:00頃
（上記予約時間内に受け付けた運送の完了まで） 13



令和５年度ＡＩ活用型オンデマンドバス実証実験について（3/3）

項目 内容

12 運行間隔 「乗降拠点⇒乗降拠点」を１便と仮定し、１時間あたり１便～６便

13 運休日 日曜日

14 予約方法

方法 事前に会員登録の上、スマートフォンアプリまたは電話で予約

予約タイミング リアルタイム予約または事前予約（７日前から予約可）

アプリ予約受付時間
リアルタイム予約：運行時間に準ずる
事前予約：乗車する７日前からいつでも予約可

電話予約受付時間 運行時間に準ずる

15 運賃

大人（12歳（中学生）以上） 300円

小児（12歳（小学生）以下） 100円

幼児（小学校入学前） 無料

障がい者 100円

運転免許証自主返納者 200円

16 決済手段

現金 降車時に支払い

PayPay 降車時に支払い

クレジットカード スマホアプリ上で決済
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昨年度からの変更点 ① LINE予約の導入

■利用者の声■
・スマホの操作ができない高齢者などは利用しにくいのではないか
・アプリが使いにくいので分かりやすくしてほしい

※令和３年度、４年度アンケート調査より

改善策（案）

■LINEアプリ上での予約導入によるUI向上

70代の利用率が70％を超える※など、高齢者にも馴染みのあるLINEアプリからユーザー登録から予約までを可能とするシステムを
導入することで、スマホからの予約率の向上と利用者数の底上げを期待

※［年代別SNS利用率］ 出所：2023年一般向けモバイル動向調査

【LINE予約の仕組み】
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昨年度からの変更点 ② 運転免許証返納者割引制度の導入

■利用者の声■
・便利だから使いたいと思うが、料金が高いです
・運転免許証を返納した高齢者の運賃が安くなる仕組みが欲しい

※令和４年度アンケート調査より

改善策（案）

■運転免許証返納者割引制度の導入

乗車時に運転経歴証明書を提示した利用客の運賃割引制度を導入し、本事業が主にターゲットとしている高齢者の利用率向上
を見込む

運転経歴証明書（見本）※警察庁HPより

※令和４年度アンケート「妥当だと思う金額」
「200円」を妥当とする声が最も多い 16



昨年度からの変更点 ③市域を跨いだ乗降拠点の設定

■利用者の声■
・市外であっても、商業施設や鉄道駅、病院への移動に利用できれば便利
・桑名地域外への連絡路線があると良いので、近隣市町との連携を考慮してほしい

※令和４年度アンケート調査より

改善策（案）

■桑名市民の利用が多い市外の目的地に乗降拠点を設定

主に桑部地区の住民の利用が多い、朝日町の「スーパーセンターオークワ」に乗降拠点を設置し、利便性と運行効率の向上に期待

桑部地区の自治会からは乗降拠点設置の要望が多く、また交通量の多い時間帯は桑部橋を通行してイオンモール等に行くより
運行効率が高いと思われる。朝日町担当者とは協議済。 17



昨年度からの変更点 ④車内モニター設置による広告事業

■利用者の声■
・地域事業者との連携により、歳入を確保できる仕組みを構築してはどうか

※地域からの意見より

改善策（案）

■車内にモニターを設置し有料の広告枠を設ける

のるーと車内に動画再生が可能なモニターを設置し、地域事業者から有料の広告を募集し歳入の確保を図る
※令和５年度は需要を検証するため、広告料を無料にして実施

運転席の後ろにモニターを設置し、「のるーと」利用方法や街の案内のほか、
地域の民間事業者が作成したCMを流すことも可能
※市の条例等の整理が必要
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ＡＩ活用型オンデマンドバスの今後について
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※令和３年度、４年度アンケート調査より

今後の進め方

■ご意見を頂きたい事項

■利用者の声■
・利用区域を広げて欲しい
・ルートを広げてもらうか、他のルートに乗り継げれるようにしてほしい
・まだ車を運転できるが、将来オンデマンドがあれば外出しやすいと思います

①エリアの拡大について
・「のるーと」を他地域拡大する場合、どの地区が適切か
・なぜその地区が適切だと思うか
・エリアを拡大する場合、考えられるリスクは

②「のるーと」を実装した場合、コミュニティバスはどうしていくべきか
・限られた予算の中で運営するため、両方を維持し続けることは困難
・コミュニティバスの利用者にとっては急激な変化は負担になるのではないか



令和５年度自動運転実証実験について

 これまでの実証実験の成果を踏まえ、国が実施する補助事業に応募したところ採択が決定。令和５年度は市単独予算に加え、国
の補助金も活用しながら将来的な自動運転移動サービスの実現に向けた取組を実施する。

■国土交通省「地域公共交通確保維持改善事業費補助金」に応募

■補助金交付上限額8,000万円で採択

■９月28日の市議会本会議に補正予算案を上程

国土交通省プレス資料

令和５年11月～12月頃の実証調査事業実施に向け調整中


